


令和元年度地域課題解決型研究活動報告書一覧

はじめに　「SDGs の歴史と本学の取り組み」

　　　　　九州国際大学　地域連携センター長　野村　政修

発刊に寄せて「SDGs 未来都市北九州市の取組みと

　　　　　　　　　　　　　　　　産学官民連携の強化に向けて」

　　　　　北九州市企画調整局長　大庭　千賀子

「世界の豊かさと貧しさ

　　　　　～なぜ私たちは SDGs を必要としているのか～」

　　　　　九州国際大学　現代ビジネス学部准教授　大津　健登

「自助から共助へ

　　　　　～留学生の潜在的防災ニーズの視点から～」

　　　　　九州国際大学　現代ビジネス学部教授　村上　真理

「北九州の今、そして未来 

　　　　　～持続可能な住みよいまちを考える～」

　　　　　九州国際大学　法人事務局長　神力　潔司
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　最近、ＳＤＧｓという言葉が人々に当然のように使われています。ＳＤＧｓには前身があって、

ＭＤＧｓ（Millennium Development Goals）と呼ばれます。ＭＤＧｓは、２００１年に国連でま

とめられた２０１５年までの国際目標でした。ＭＤＧｓにも前身があり、１９９２年にブラジル

のリオデジャネイロで開催された国連環境開発会議（地球サミット）でまとめられた国際的な開

発目標と２００１年開催の国連ミレニアム・サミットで採択された「国連ミレニアム宣言」です。

国連環境開発会議は、さらに前身があって１９７２年にスウェーデンのストックホルムで開催さ

れた国連人間環境会議から由来します。国連人間環境会議では、先進国が公害問題を、途上国が

貧困問題を議題にしようとしました。

　さて、ＭＤＧｓは、８つの目標（極度の貧困と飢餓の撲滅、初等教育の達成、乳幼児死亡率の低下、

環境の持続性確保など）を定めていました。２０１５年のＭＤＧｓの達成状況は、極度の貧困を

あと一世代でこの世からなくせるところまで来ていると一定の成果を上げてはいましたが、残さ

れた課題もまだまだありました。さらに、グローバリゼーションの進展により、貧困層と富裕層

の格差、都市と農村の格差が広がっていました。難民問題や途上国の環境問題も顕著になって

いました。そこで、「誰一人取り残さない世界へ」ということでＳＤＧｓがスタートしました。

２０３０年を目標達成年としています。ＭＤＧｓは各国政府や国際機関に達成が求められていま

したし、先進国から途上国への支援という点が強調されていました。しかし、ＳＤＧｓでは、市

民一人ひとりそして民間企業にも取り組みの主体となるよう求められています。

　このように、ＳＤＧｓに至るまでには長い歴史があり、過去の取り組みのお陰もあって世界は

少しずつ良くなっていっているのだといえましょう。皆さんの日々の取り組みが大事なのです。

　さて、本学ではＳＤＧｓについて数年前から取り組みが進められていました。特に、地域の防

災について毎年研究会を行っていましたが、令和元年９月に北九州市企画調整局ＳＤＧｓ推進室

様から「地域の防災人材の育成」の研究についてＳＤＧｓの視点から深めて欲しいとの依頼を受

けて、さらなる研鑽を続けていました。この度、防災だけでなくその他の分野も併せてＳＤＧｓ

報告書としてまとめることができ、地域連携センター長として嬉しい限りです。関係者の皆様に

感謝申し上げます。

ＳＤＧs の歴史と本学の取り組み

地域連携センター長　野村政修

２０２０年１０月吉日
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　平素より本市のＳＤＧｓの達成に向けた取組みにつきまして、多大なるご協力を賜り心よりお

礼申し上げます。

　また、九州国際大学におかれましては、地域に根付いた大学として、時代の変化に柔軟に対応

しながら、若者の育成に取り組んでおられることに敬意を表します。

　さて、２０１５年に国連の加盟国全会一致で採択された世界の共通目標であるＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）は、貧困や飢餓、ジェンダーの平等、環境問題などあらゆる社会問題を、

２０３０年までに世界全体で解決し持続可能な社会を目指していこうというものです。

　これらの解決には、市民・企業・教育機関・行政などのステークホルダーが連携していくこと

が求められており、本市においても全市一丸となってＳＤＧｓ達成に向けた取組みを進めている

ところです。

　本市は、公害克服の経験で培ってきた「市民力」や「ものづくりの技術」を活かし、市民を中

心としたまちづくりや教育、アジア諸国とのパートナーシップを活かした環境国際協力や環境国

際ビジネスなどに積極的に取組んでまいりました。

　本市のこれまでの取組みは、「経済・社会・環境」の三側面を統合的に解決していくことが求

められるＳＤＧｓの理念を先取りしたものとして、ＯＥＣＤより、「ＳＤＧｓ推進に向けた世界の

モデル都市」にアジア地域で初めて選ばれるとともに、日本政府より、「ＳＤＧｓ未来都市」に

も選定されるなど国内外から高く評価されております。

　九州国際大学におかれましては、「地域の防災人材の育成」の研究をはじめ、地域課題の解決

に向けた研究やゼミ活動などの実践を通じた教育や、激動する世界情勢にも対応できるようなグ

ローバル人材の育成などにも積極的に取り組まれており、ＳＤＧｓのトップランナーを目指す本

市としましても大変喜ばしく感じております。

　新型コロナウイルス感染症拡大により、新しい生活様式や働き方が求められるなど、様々な価

値観が変化する中で、より柔軟で多様な生き方や考え方が重視されるようになりました。

　次世代を担う人材を育成する大学には、高等教育研究機関としての責務だけでなく、このよう

な時代の変化に対応し、地方創生や産業振興をはじめ、多くの地域課題の解決において重要な役

割が期待されています。

　九州国際大学におかれましても、今後とも地域や企業の方々との連携を深めながら、未来を切

り拓く大学として益々ご発展されますことを心よりお祈り申し上げます。

ＳＤＧs未来都市北九州市の取組みと産学官民連携の強化に向けて

北九州市 企画調整局長　大庭千賀子

２０２０年１０月
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